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研究成果の概要（和文）：当初の予定どおりに、5000 万語規模の現代日本語書籍均衡コーパス

を構築して 2011年に公開した。同時に構築途上のコーパスを利用しながら、コーパス日本語学

の確立にむけた研究を多方面で推進し、若手研究所の育成にも努めた。現在、約 200名規模の

研究コミュニティーが成立しており、本領域終了後も定期的にワークショップを開催するなど

活発に活動を続けている。 

 
研究成果の概要（英文）：Compilation of the 50-million-word balanced corpus of contemporary 

Japanese books was successfully achieved according to the initial plan. The corpus was 

publicly available since 2011. Various studies using the corpus under compilation have 

been conducted to achieve the goal of establishing the basis of corpus Japanese linguistics. 

Research workshops consisting of more than 200 researchers have been held regularly even 

after the end of the current project.  
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 直接経費 間接経費 合 計 

２００６年度 9,600,000 0 9,600,000 

２００７年度 11,700,000  0 11,700,000 

２００８年度 11,600,000 0 11,600,000 

２００９年度 11,600,000 0 11,600,000 

２０１０年度 19,700,000 0 19,700,000 

総 計 64,200,000 0 64,200,000 

 
 

研究分野：人文学/総合領域 

科研費の分科・細目：言語学・日本語学/情報学・知能情報学 

キーワード：均衡コーパス、日本語、書き言葉、代表性 

 
１．研究開始当初の背景 

言語コーパスは 21 世紀の言語研究にとっ
て欠くことのできないインフラであるが、日
本語コーパスの整備状況は、英米はもとより、
韓国・台湾などアジア諸国に比べても出遅れ
ており、コーパス日本語学を推進するための
インフラが整っていない状態であった。 

 

２．研究の目的 

第一の目標は 5000 語規模の現代日本語書
籍の均衡コーパスを構築することであった。 

第二の目標はコーパスの構築と並行して、
構築途上のコーパスを様々な領域で利用す
ることによってコーパス日本語学の可能性
を開拓することであった。 

 

３．研究の方法 

コーパスの構築に関しては、国立国語研究
所が中心となり、同研究所の KOTONOHA 計画
と連携して、合計で 1億語を超す『現代日本
語書き言葉均衡コーパス』を構築することを
目標とした。また国語研と千葉大学が連携し
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て形態素解析用辞書 UniDic を開発すること
とした。さらに奈良先端大が中心となってコ
ーパスの利用環境の整備を進めることとした。 
コーパス日本語学の開拓については、日本

語学、自然言語処理、日本語教育学、国語教
育学、辞書学などの関連領域に計画研究班を
設置した。基礎研究のみならず、応用研究を
同時に推進することとした。 
また第 2年次からは公募班による研究も推

進した。 
 
４．研究成果 
(1)コーパスの公開 
 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（以
下 BCCWJ）に含まれる書籍データ（6000

万語以上）は、本領域で構築したものである。
図に BCCWJ の内部構造を示す。書籍コーパ
スは、出版サブコーパスのうち 3000 万語と
図書館サブコーパスの全体（3000 万語）お
よび特定目的サブコーパスのうちベストセ
ラーが該当する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

BCCWJ のサンプルには著作権処理が施さ
れており一般公開が可能である。2011 年 3

月には全文検索用検索ウェブサイトである
『少納言』による無償公開を開始した。現在
までに延べで 4 万名を超える利用者がある。 

その後同年 8 月には形態論情報を検索する
ためのウェブインターフェース『中納言』を
公開し、12 月にはデータ全体を DVD 版とし
て公開することによって公開作業を終了し
た。 

 これまで『中納言』には 400 件以上の、ま

た DVD 版には 100 件以上の利用申請があっ
た。 

 
(2)形態論情報解析用辞書の公開 
『中納言』で公開している形態論情報は、

BCCWJ に格納されている多種多様なテキス
トジャンル（新聞、白書、書籍、雑誌、ブロ
グ、ネット掲示板、国会会議録等、広報誌、
法律）のすべてにおいて、目標とした 98%の
解析精度を達成した。 

そのために整備した解析用辞書 UniDic も
一般公開した。ダウンロード回数は 3500 回
以上に及んでいる。民間企業によってパソコ
ンやスマートホンの OS にも搭載されている。 

 

(3)日本語の運用実態の解明 
 本領域の活動期間のみならず、領域の終了
後も多くの研究者によって、現代日本語の運
用実態に関する調査が、BCCWJ を利用して
実施されている。ここでは文法と文字に関す
る分析例を紹介する。 

 下図は「白いです。」「早いです。」のよう
に形容詞に助動詞「です」が後続して文が終
わるタイプの述語の生起率(%)を『中納言』
を用いて検索し、BCCWJ のジャンル別に示
したものである。この種の形容詞述語は日本
語文法では容認性が低いとされているが、ジ
ャンルによっては 7 割以上の高い生起率を示
しており、一概に容認性が低いと判断するこ
とには無理があることが分かる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 BCCWJ は漢字の運用についても貴重な情
報を提供する。構築途上の出版サブコーパス
中の書籍サンプルに含まれる文字量を調査
したところ、延べで 21,379,644 字、異なり
で 6,071 字であったが、JIS X 0213 で表現で
きない JIS 外字は異なりで 142 字、延べで
284 字(0.001%)に過ぎないことが分かった。 

いわゆる JIS 第 3，第 4 水準までの漢字が
あれば現代日本語の外字問題は（細かな字体
の問題を無視すれば）ほとんど解決すること
を示す結果であるが、このような調査結果は
従来報告されたことがなかった。 

3500万語

出版（生産実態）サブ
コーパス

2001～2005年に出版された
書籍、雑誌、新聞

図書館（流通実態）サブ
コーパス

東京都の13自治体以上の図
書館に収蔵されている書籍

対象期間：1986-2005

対象期間はさまざま、最長30年。 3500万語

特定目的（非母集団）サブコーパス

ウェブ上の文書、白書、教科書、国会会議録、ベストセラー等

3000万語

BCCWJ の内部構造 

 

『中納言』の検索画面 

「形容詞＋です。」の生起率(%) 



 

 

(4)言語教育への応用 
BCCWJ の応用が最も期待される領域が言

語教育（国語教育及び日本語教育）である。
外国語教育におけるコーパスの重要性は、英
語教育等において早くから知られているが、
日本人を対象とした国語教育における基礎
語彙の選定等もコーパスを利用することに
よって、客観的な基準によって実施すること
が可能になる。 

例えば、所与の語の頻度順位を BCCWJ の
様々なジャンル間で比較することで、語の性
格を探ることができる。公的なジャンル（書
籍や新聞）では順位が高いが、私的なジャン
ル（ネット掲示板やブログ）では順位が低い
語には、以下のようなものがある（五十音順
に上位のみを示す）。 

 

語種 語彙 

和語 
息衝く、憤り、戒める、浮き上がる、受け皿、移り

住む、裏付ける、推し進める、躍り出る… 

漢語 
医科、遺構、異質、移送、一元、一座、一助、一団、

一門、一室、一世、異物、院内、右派… 

外来語 
エコロジー、カリキュラム、ジャンボ、ナショナリ

ズム、ノンフィクション、ハイジャック… 

 
反対に私的なジャンルにおける順位が高

いものは以下のような語である。 
 

語種 語彙 

和語 
荒らし、うざい、腕立て、大泣き、起きる、男前、

着る、出し、立ち読み、食べる… 

漢語 
完済、視聴、洗車、駐輪、年式、納車、模試、陸運

… 

外来語 
アウトレット、アド、アプリ、エアロ、エディショ

ン、オムライス、カラーリング… 

 
 このような語の性格付けは教育用語彙の
選択を科学的に実施する可能性を開く出発
点である。 
 
(5)BCCWJ への拡張アノテーション 
 現在のBCCWJには、形態論情報のほかに、
著者情報、書誌情報、文章構造（章、段落、
節、文、図表等の情報）の情報が提供されて
いる。しかし研究目的によっては、より多く
の研究用付加情報（アノテーション）が必要
とされる。そこで BCCWJ 全体から 100 万語
規模のサブコーパスである「コア」を選定し、
コアに対して種々のアノテーションを施し
た。文節係り受け構造、多義語の語義分類、
動詞項構造、フレームネット構造などのアノ
テーションを本領域実施期間中に実施した。
一部の作業は領域終了後も継続して実施さ
れている。 

 
(6)研究成果の普及 
 本領域の成果を広く普及させるために 8巻
構成の『講座日本語コーパス』（朝倉書店）
の刊行を準備しており、順調に進めば平成 24

年度中に刊行が始まる予定である。 
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